　　令和5年5月26日

調　査・研　修　報　告　書（会派個人用）
会派名：　地域政党きずな庄原議員団　　　　　　　　　　報告者：林　　高正　　　　 eq \o\ac(○,印)
	実施場所：第15回日本自治創造学会研究大会
	実施日：令和5年5月24日～25日　　

	■目的・課題・問題事項（調査・研修に先立っての思いや本市の現状　など）
　今回のメインテーマは、「DX時代の地方創生　～“自治力”を高める～」でしたので、本市での取組が遅れているデジタルトランスフォーメーションを使って仕事のやり方を考えることへのヒントが貰えるとの思いから研究大会に参加しました。

	■参考とすべき事項
　今回の研究大会は私には正直、「期待外れ」でした。DXに関するものは概念的な話が主で、自治力を高めるというものは感じられませんでした。その代り、自治とは何ぞや的な講演が多かった様に思います。そんな各地の取り組みの中、岡山県奈義町の「出生率2.95人口維持のまちづくり　～町全体での子育て」という奥町長のお話には、少子化に取り組んでいる我々には、「そうなんだ」と頷きながら聞かせていただきました。岡山県と鳥取県の県境に位置する奈義町の面積は、69.52㎢で、人口は5700人（2498世帯）ですが、ここ近年、55名程度の子どもが生まれています。
　少子化対策は最大の高齢者福祉と町長は話されましたが、高齢者を支える人が減るということは社会全体を支える人が減るということであり、子供が生まれることで人口減少に歯止めをかけるという至極当り前の理論です。そのために、町民の気持ちに寄り添った経済支援があります。一例として、保育料が国基準の約半額、更に第2子はその半額、第3子以降は無料です。小中学校の給食費の半額を町で負担。小中学校の教育教材費無料。高校生への就学支援として年額24万円の支援金（交通費助成）。大学に町独自の奨学育英金年額60万円、卒業後に町への定住で全額返済免除等、切れ目なく経済支援を受けられる体制が整っているので奈義町で子育てする若い世代の「安心感」につながっています。
　その他にも、「なぎチャイルドホーム」を基軸とした地域ぐるみの子育てサポートや、「奈義しごとえん」という就労支援施設なども整備されています。兎に角、奈義町まるごと子育て支援センターといっても良いのではないでしょうか。

	■提言・その他（本市の施策等にどのように活用すべきか など）
　奈義町では2012年に「子育て応援宣言」を行いました。将来の人口推計を見るにつけ、いかにして人口減少幅を抑えるかと考えたら、「子育てしやすいまち」に奈義町をすることだと奥町長は考えたのだそうです。そして彼の素晴らしいところは、徹底してことに当たったことです。
　何はともあれ、真似ることから始めても良いのではないでしょうか。真似ることは最大の創造といいますから。


※ 調査・研修終了後、一週間以内に会派事務局へ提出してください。
